令和   年度「日本混相流学会賞」受賞候補者推薦書

日本混相流学会御中

                                      推薦者 （正会員、賛助会員代表者、自薦）

                                    氏  名 （会員番号         ）　　　                 印    

                                    勤務先   　　　　　　　　　　　　　　　　　             

                                               〒

                                      所在地                                                  

                                             Tel．           Fax. 

下記のとおり、「業績賞」、「貢献賞」、「論文賞」、「技術賞」、「奨励賞」、「萌芽賞」受賞候補者を推薦します（該当するものを丸で囲む）。

	成果の名称（内容を適切に表し、かつ、簡潔な題目とするようご留意下さい）

（英訳）



	候  補  者
	研究略歴 または 技術略歴

	氏     名（ﾌﾘｶﾞﾅ）

所     属　

会員番号
	

	氏     名（ﾌﾘｶﾞﾅ）

所     属

会員番号
	

	氏     名（ﾌﾘｶﾞﾅ）

所     属

会員番号
	

	氏     名（ﾌﾘｶﾞﾅ）

所     属

会員番号
	

	主な協力者（氏名及び所属）該当事項があれば記入して下さい


	過去の受賞の有無（本学会賞受賞の対象となる研究論文/技術報告あるいは技術･内容について過去に他学会・団体等から受賞したことがある場合には、賞の名称、授賞者（団体）名、受賞年月日、受賞理由を記入し、関連資料を一部添付して下さい）



	成果概要（1000字程度内に要点を簡潔に記述し、主要論文リストとの対応を明記して下さい。「貢献賞」は本会に対する貢献の具体的内容を、また、「奨励賞」及び「萌芽賞」はそれぞれ奨励及び萌芽性の概要を記して下さい。）



	受賞対象なる論文及び関連研究論文リスト（5件以内。特に受賞対象となる論文には○印を付記して下さい。 各論文は著者名（全員）・表題・誌名・巻号・ページ・年を明記のこと。ただし、「貢献賞」については必ずしも必要としない。）

なお参考のため別紙に業績その他詳細を示す．



	推 薦 理 由 （「論文賞」、「技術賞」、「奨励賞」、「萌芽賞」について）

（下記の各視点からの評価を述べて下さい）



	1．「独創性・新規性」：成果が如何に独創性・新規性を有するものであるか。



	2．「本質的貢献性」：成果が如何に学問的あるいは技術的に本質をついたものであるか。



	3．「実用性･有用性」：成果が如何に混相流分野の学術･技術の発展に有用かつ実用的であるか。



	4．「将来性」：成果が将来の混相流の学術･技術の発展に如何なるインパクトを与えるか。あるいは、候補者が如何に

               将来性に富んでいるか（「奨励賞」、「萌芽賞」の場合）。



	5．「努力度」：成果の学術的･技術的難易度、成果を得るに至った努力の大きさなど。




（注）選考にあたっては、「論文賞」は上記評価項目の1、２及び４を、「技術賞」は項目１、3及び４を、「奨励賞」及

      び「萌芽賞」は項目１、４及び５を特に重視します。

	推 薦 理 由 （「業績賞」及び「貢献賞」について）



